
 
 

 
 

 
 

 

 

 

令和４年度 

 

無人自動運転等の CASE 対応に向けた実証・支援事業 

（健全な製品エコシステム構築・ルール形成促進事業） 

 

 

（二次公募）公募要領 

 
 

 

 

 

令和４年９月 

一般社団法人 低炭素投資促進機構 



 

 
 

 

申請者の皆様へのお願い 

 

一般社団法人 低炭素投資促進機構（以下「機構」とします。）の補助金の原資は経済産業

省から交付決定を受けた、いわゆる公的資金であり、当然のことながら、コンプライアンス

の徹底と交付ルールに則った適正執行が求められます。 

機構の補助金に申請される皆様におかれましては、以下の点につき充分ご理解のうえ、各

種手続を行っていただきたくよろしくお願い致します。 

 

1. 補助金の申請や実績報告書の提出などの各種手続を行う場合は、事前に、無人自動運転

等のＣＡＳＥ対応に向けた実証・支援事業（健全な製品エコシステム構築・ルール形成

促進事業）交付規程（以下「交付規程」とします。）、無人自動運転等のＣＡＳＥ対応に

向けた実証・支援事業（健全な製品エコシステム構築・ルール形成促進事業）公募要領

（以下「公募要領」とします。）、公募説明会資料、機構ホームページ等を熟読し、交付

の要件や手続上の制約条件などを十分に理解して下さい。 

 

2. 機構に提出する書類や資料においては如何なることがあっても虚偽の記載や改ざんは認

められません。 

 

3. 不正行為があった場合、機構は法や規程類に則り厳正に対処します。 

 

4. 不正行為が認められたとき、機構は当該部分の交付決定の取消しを行うとともに、受領

済みの補助金額に加算金（年利１０．９５％）を加えた額を返還していただきます。 

 

5. 不正行為を行った申請者や手続代行者の名称と不正の内容は、ホームページ等で公表す

るとともに、機構の所管する新たな補助金の交付停止や手続代行業務の停止を一定期間

行う等の措置を執らせていただきます。 

 

6. 悪質な不正の場合は、刑事罰等の適用の可能性につき、所轄警察署に相談することがあ

ります。 

 

  



 

 
 

無人自動運転等のＣＡＳＥ対応に向けた実証・支援事業 

（健全な製品エコシステム構築・ルール形成促進事業） 

 

公募期間及び書類提出先 

 
１． 公募期間 

申請書類（Excel 書式等）の電子データを jGrants に添付して申請を行い、申請書類一

式（７．補助事業申請に係る提出書類を参照）をプリントアウトして以下の受付期間中に

到着するよう郵送下さい。なお申請書類は返却しない為、必ず副本をお手元にお控え置き

下さい。 

 

  令和４年９月１６日（金）～１０月１４日（金） 

公募開始 ：９月１６日（金） 

     締  切 ：１０月１４日（金）１５時（必着） 

      

 

※ jGrants での申請と、申請書類の郵送のいずれかが欠けている場合、原則申請は受付けま

せん。また、受領証は発行せず、受け付けた旨のメールを担当者宛にメール致します。 

※ 申請書類は、配送事故に備え、配送状況が確認できる手段で提出して下さい。持参も可と

しますが、必ず事前に当機構へご連絡下さい。 

  ※ 公募期間内は随時申請を受け付け、各締切までに到着し、かつ記載内容に不備のない申

請について、審査及び採択を行います。（申請書類一式の中に不備書類や不足書類がある

場合、申請不受理扱いや審査対象外とすることがあります。） 

  ※ なお、採択状況等に応じて、予定されていた二次以降の公募が実施されない場合や、上

記期間以外に公募を行う場合がありますのでご留意下さい。 

 

 

 

  



 

 
 

２．提出方法 

交付申請書類は、申請書類（Excel 書式）及び自由書式を使って作成。jGrants への申請書

類（Excel 書式等）の添付、及び必要事項の入力も必ず行って下さい。申請の流れは以下手順

を参照下さい。 

 

３．審査結果の通知・公表 

採択案件（補助対象予定者）の決定後、応募申請者に対して、速やかに採択・不採択の結果

を事務局から通知します。採択となった事業者については、受付番号、商号又は名称（法人番

号を含む）、事業計画名等の情報を機構ホームページ等で公表します。 

 

４．その他 

 採択された場合であっても、応募申請内容や予算の都合等により交付決定額が減額され

るなどの条件が付される場合があります。また、補助事業終了後、支払いに係る証憑書

類が整っていない場合は、交付決定額から減額されることがあります。 

 補助事業を行うにあたり、他事業と区分して経理管理を行ってください。補助対象経費

は、補助事業の対象経費として明確に区分して経理され、かつ、証拠書類によって金額

等が確認できるものに限ります。 

 

 交付規程・公募要領の内容を確認。 

※ 各種補足資料（機構ホームページに掲載）も併せて確認して下さい。 

 

 gBizIDのWebサイト（https://gbiz-id.go.jp/top/index.html ）にて 

gBizID プライムアカウントを登録して下さい。 

 

 

 機構ホームページより実施計画書等の様式をダウンロードし、実施

事業の計画を立案。 

 
 指定様式に必要事項を入力し、自由書式及び添付書類を取り 

揃える。 

※ 提出書類に不備・不足がある場合は、審査の対象外となり得るの

でご留意下さい。 

 gBizIDプライムアカウントまたは当該アカウントに紐づくメンバーアカウ

ントを用いてjGrants（ https://www.jgrants-portal.go.jp/ ） にログイン

する。 

 申請書類（Excel書式等）の電子データをjGrantsに添付し、必要事項

をすべて入力のうえで、申請する。 
jGrants の申請と書類の郵送 

jGrants に入力 

 

 

gBizID プライムアカウント登録 

 



 

 
 

５．申請・お問い合わせ先 

書類提出先 

〒１０４－００３３ 

東京都中央区新川１丁目１６－１４ アクロス新川アネックスビル２階 

一般社団法人  低炭素投資促進機構 

「無人自動車運転等の CASE 対応に向けた実証・支援事業費補助金」交付申請書在中 

ＴＥＬ：０３－６２６４－８３８１  ＦＡＸ：０３－６２６４－８０１７ 

メール：clean@teitanso.or.jp 

※お問い合わせは機構ホームページよりお願いします。 

なお、メールでのお問合せの際は、件名（題名）を必ず、「無人自動運転等のＣＡＳＥ対応

に向けた実証・支援事業費補助金問合せ（申請者名 略称可）」としてください。 

 

（お問い合わせ等の受付時間） 

 [月～金] ９：００～１７：００（１２：００～１３：００を除く） 

 （祝祭日・１２月２９日～１月３日を除く） 

  

交付申請書類は機構ホームページ https://www.teitanso.or.jp/case/からダウンロードする

ことができます。 
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１．補助金の趣旨 

 

電動化を含む「ＣＡＳＥ」技術の社会実装の推進に伴い、蓄電池の需要の増加が見込まれる

一方、蓄電池はその製造時に大量のＣＯ２を排出することや、希少資源を大量に使用すること、

また、希少資源の一部については、児童労働の懸念や精錬時の環境影響が懸念されています。 

また、世界に目を向けると、カーボンニュートラル社会の実現に向けた電動車の普及拡大や、

大量に普及した電動車が中古車市場へ流入し、今後、廃棄されることを踏まえ、畜電池のリユ

ース・リサイクルに係るルール形成が各国において進んでおり、サプライチェーンにおけるデ

ータ流通の仕組みづくりが進められております。 

 

我が国でも、２０５０年カーボンニュートラル社会の実現に向けたグリーン成長戦略におい

て、蓄電池ライフサイクルでのＣＯ２排出量の見える化、材料の倫理的調達及びリユース促進

等に関する国際ルール・標準化に取り組むこととし、蓄電池のリユースに係る製品やマネジメ

ントに関する規格の策定などが行われています。これら蓄電池のエコシステムに関する取組・

ルール形成は、蓄電池のみならず電動車も含めた市場形成に大きな影響を与え、今後、ＣＯ２

排出量の少ないサプライチェーンを構築できるかどうかが蓄電池の競争力を規定する可能性

があること、さらに、ルールそのものが膨大な認証や情報流通を要することから、認証ビジネ

スや情報流通プラットフォームの産業を誘発し、大きな市場になることが想定されます。 

 

 そこで、本事業では、世界各国における環境規制等の動向を踏まえ、蓄電池のエコシステム

に関する制度等の整備に資する実証事業として、蓄電池のカーボンフットプリント、デュー・

ディリジェンスの実際を把握するとともに、リユース・リサイクルやデータ流通の仕組みの開

発を支援することで、電動車等の普及、及びＣＯ２排出量削減を促進することを目的とします。 

 



 

2 
 

２．実施計画書の要件 

 

（１）２０５０年カーボンニュートラル実現に向けて、自動車の電動化技術の社会実装を進

めることを通じて運輸分野のＣＯ２削減に貢献することを目的とし、我が国の電池等の

製品エコシステム構築に資するカーボンフットプリントや、デュー・ディリジェンス、

電池回収、リサイクル・リユース、情報流通に係る技術実証や制度検証等に取り組むも

のであり、我が国の電池等の製品エコシステムに関する制度等の整備に活用する技

術やシステム、ビジネスモデル等で新規性を有し、製品エコシステムに関する課題

の解決を見込めるものであること。 

 

（２）カーボンフットプリントの算出方法や、デュー・ディリジェンスの担保、電池リユー

ス・リサイクルの促進、サプライチェーン上のデータ流通に関するルール形成の促進

といった業界横断的課題の解決に資する取組であること。 

 

（３）実施計画書に係る事業の計画が確実かつ合理的であること。 

 

（４）補助金対象経費に、国からの補助金等（補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法

律第２条第１項に規定する補助金等をいう。）の対象経費を含む事業ではないこと（法

令等の規定により、補助対象経費に充当することが認められているものを除く。）。 

 

（５）補助事業者は、事業完了後のビジョンについて実施計画書に記載すること。 
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３．補助金の内容 

 

（１）補助事業者 

以下の項目をすべて満たす事業者を補助対象とします。 

① 日本法人（登記法人）である民間会社※１又は民間会社を主申請者とする共同体若しくは

任意団体等であること。（地方公共団体※２が、主申請者になることはできません。） 

② 経済産業省が定める補助金等の交付停止事業者に該当していないこと。また、共同申請

者、請負先、委託先についても同様に扱うこと。 

③ 事業を円滑に遂行するために必要な費用のうち、自己負担分の調達に関し、十分な経営

基盤を有していること。 

④ 委託契約等で民間会社に事業を実施させる場合、民間会社に対して確定検査等を行い確

定検査等で確認した資料の写し等を事業完了後５年以上保管する体制が取れていること。 

⑤ 事業を運営・管理できる能力を有しており、事業を実施するための実施体制及び管理体

制が整備されていること。 

   ※１ 公益法人、社会福祉法人、学校法人、一般企業等 

   ※２ 地方自治法第１条の３に規定する普通地方公共団体（都道府県及び市町村）及び 

特別地方公共団体（特別区、地方公共団体の組合、財産区及び地方開発事業団） 

 

（２）補助事業 

図１ 製品エコシステム構築像 

 

 

図１製品エコシステム構築像にある①～②のいずれかを含む（複数可）ものであり、電動

化を含むＣＡＳＥの技術の社会実装に資するルール形成や電池・電動車の適正な流通を促

進するための業界横断的課題の解決に向けた取組（個別の企業・ビジネスの課題解決のみ
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を目的とする取組は除く。）を補助事業とします。（上記以外の補助事業に関しては、別途

公表します。） 

① カーボンフットプリント（以下、「ＣＦＰ」）  

製品（車載用蓄電池等）のＣＦＰの算出に関する取組であって、以下の（ア）～（ウ）

のいずれかに該当する取組。算出方法の詳細は、補足資料を参照のこと。 

ＣＦＰの算出結果は令和４年１２月末までに、一般社団法人低炭素投資促進機構を通

じて経済産業省およびみずほリサーチ＆テクノロジーズへ共有するとともに、算出の

過程で生じた課題や対応の方向性については令和５年２月３日までに共有すること。 

※本事業の結果は、分析のため、経済産業省から蓄電池のカーボンフットプリントに

係る調査・分析業務を受託しているみずほリサーチ＆テクノロジーズ及び国立研究開

発法人産業技術総合研究所に共有します。（共有の難しい場合は、個別に事務局までご

連絡ください。）また、本事業の途中段階でみずほリサーチ＆テクノロジーズ及び国立

研究開発法人産業技術総合研究所からヒアリングを受ける点についてご了承ください。 

 

(ア)電動車に搭載される蓄電池パックについて、原材料調達・製造段階、流通段階、

使用段階のＧＨＧ排出量を算出する取組 

(ｉ）原材料調達・製造段階 

自社において発生するＧＨＧ排出量を算出するとともに、上流のＧＨＧ排出量

を踏まえ、原材料調達・製造段階全体のＣＦＰを算出する。 

(ii) 流通段階 

以下のいずれかの方法により、流通段階のＣＦＰを算出する。 

1. 燃費法 

2. 改良トンキロ法（シナリオ設定なし） 

3. 改良トンキロ法（2011 年自動車工業会のＬＣＡ評価法） 

4. 改良トンキロ法（カーボンフットプリント算定・表示試行事業（現 ＳｕＭＰ

Ｏ環境ラベルプログラム）における小形二次電池のＰＣＲのシナリオ） 

※その他の手法を用いた場合には別途算出手法について説明のこと。 

(iii) 使用段階 

以下の 2通りの方法でＣＦＰを算出 

1. （生涯走行距離（km）÷電費（km/kWh））×充放電ロス率 

2. 電池容量（kWh）×サイクル数（回）×平均容量率（％）×充放電ロス率 

※併せて、「生涯走行距離（km）÷電費（km/kWh）÷電池パック個数（個）」

「電池容量（kWh）×サイクル数（回）×平均容量率（％）」から、蓄電池の

機能単位に相当する生涯電力供給量も算出。 

(イ)（ア）（i）の原材料調達・製造段階の算出に必要なＧＨＧ排出量の算出する取組。 

算出にあたっては、「活動量・原単位項目一覧表」に基づいて情報を整理し、下記
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の項目について可能な範囲で「（参考様式２）原材料調達・製造段階におけるＧＨ

Ｇ排出量算出結果概要」に記載し、提出する。 

※「活動量・原単位項目一覧表」は 国立研究開発法人産業技術総合研究所、み

ずほリサーチ＆テクノロジーズ（連絡先は、４.その他（連絡先）を参照）に

連絡し、入手。 

1. 部材名・部品番号 

2. 納入先 

3. 納入している部材が組み込まれる蓄電池 

4. 納入している部材１単位あたりの活動量 

5. 活動量ごとのＧＨＧ排出量 

6. 納入している部材１単位あたりのＣＦＰ 

7. ＣＦＰ算出における課題 

※上記のうち、企業名、1.部材名・部品番号、6．納入している部材１単位あたり

のＣＦＰについては、経済産業省（またはみずほリサーチ＆テクノロジーズ）

から、納入先の企業に情報提供する。 

（ウ）蓄電池等のＣＦＰの算出に関する取組であって、上記（ア）及び（イ）に該当し

ない取組。 

なお、上記（ア）～（ウ）において、原単位はＬＣＩデータベース「ＩＤＥＡ

ver3.1」の使用を基本とするが、他のデータベースや、事業者の一次データを活

用してもよい。その場合には、使用したデータベースや一次データの取得方法に

ついても記載すること。 

※「ＩＤＥＡver3.1」の利用については事務局に相談のこと。 

 

② 蓄電池のリユース・リサイクル 

電動車の普及や使用済蓄電池の増加に伴って、 電池の回収等の状況のトレーサビリ

ティ確保、中古車の適正な価値評価、車載用蓄電池の適正な二次利用、有用資源の回

収、リサイクル材料の使用といったことが必要となる。 

これらを実現するために、具体的には以下を実施する。 

（ア）電池の回収等の状況のトレーサビリティ確保など、使用後の電池の回収・有効

活用に資する取組。 

（イ）中古電動車流通時の電池の価値を適正に評価する手法等の検証等、適正な中古

電動車市場の創出に資する取組。 

（ウ）二次利用電池の安全性確保や適正な性能評価による流通促進のための連携の促

進に資する取組。なお、電池の残存性能の見える化については、令和２年に電

動車活用推進協議会と経済産業省で策定した「電池性能見える化ガイドライン」

で示した基本的な考え方や事例を参考に、課題の定義や提案を行うこと。 

（エ）有用資源の回収やリサイクル材料の使用促進のため、安価な回収手法の開発や
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有用資源の回収率・再利用率向上等を通じて、リサイクル材料の市場創出に資

する取組。 

（３）補助事業及び補助対象経費の留意点 

① 上記（２）の①～②のいずれかあるいは複数の要件を満たす事業を補助事業とします。 

② 補助目的以外に使用される設備や中古で導入する設備は、補助対象外となります。 

 

（４）事業期間 

補助対象期間は、単年度とします。 

 

（５）補助率と要件 

補助率は、２／３以内とします。 

 

（６）補助金上限額 

 上記（２）の①～②の事業における各社１事業あたりの補助金の上限額は以下のとおりとし

ます。 

① ３０百万円／年度 

② ７０百万円／年度 

 

（７）補助対象経費と経費区分 

補助対象経費は以下のとおりです。補助対象経費は、補助事業として明確に区分できるもの

で、かつ事業期間内に完了できる経費であり、更には証拠書類により金額等が確認できる支出

のみが対象となります。 

 

費 目 内 容 備 考 

人件費 （研究員費、補助員費） 
・補助事業に係る研究員
及び補助員の労務費 

実績報告書の作成、経理処理、従事日誌の作成等の

管理業務に係る時間は対象外。 

設計費 ・本補助事業に必要な制

御装置、監視装置など

機械装置の設計、シス

テム設計及び実施設計

に要する経費 

・システム設計は、器材及び機器を特定し、それら

を整理、配列して目的にかなう装置体系を創りだ

す設計作業を指します。 

・実施設計は、基本設計によって策定された基本計

画の詳細な見直し作業、及び電気設備関係、配管

図等の設計作業を指します。 

※工事実施に伴う工事用図面等は、設計費に含め

ず、工事費に含めます。 

※設計費のみを計上する申請は認められません。 
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（補助対象外経費の例） 

・事前調査費、基本設計費、見積費 

・建屋並びに建屋に付属する設備の実施設計 

設備費 ・本補助事業に必要な制

御装置、監視装置など

機械の導入に要する経

費 

（補助対象経費の例） 

 ・補助事業の遂行に必要な機器・設備類の購入費 

 ・補助事業の遂行に必要な機器・設備類の製造、

加工等に要した費用及び加工等に必要な機器類

の借上に要する費用 

 ・上記に関連する外注費 

（補助対象外経費の例） 

 ・機器、設備類の製造を実施するために必要とな

る設計費 

工事費 ・補助事業に必要な工事

（配管、配線、搬入、

据付等）に要する経費 

 

（補助対象経費の例） 

・補助対象経費となる設備機器の基礎工事及び配

管工事、配線工事、搬入、据付等 

（補助対象外経費の例） 

・建屋並びに建屋に付属する設備の設置工事 

・土地造成、整地、地盤改良に準じる基礎工事 

・既存設備の移設・撤去・解体に係る工事 

・植栽及び外構工事 

諸経費 ・補助事業を行うために

直接必要なその他経費

（工事負担金（水道

等）、管理費（申請者の

出張旅費、会議費等）） 

（補助対象経費の例） 

・調査、ヒアリングに要する職員旅費 

・外注する調査、計測費、基本設計費、コンサル

ティング費 

・成果報告書やアンケート調査等に係る印刷費 

 →共同申請者への発注は利益排除対象とする 

→原則競争入札又は３社以上の相見積とし、随

意契約は原則不可 

→詳細設計や実施設計は対象外 

・委員会資料等に係る切手代及び宅配便代 

→計測器・パソコン・工具・書籍等の汎用品の

購入費、本事業に係る普及啓発に要する費用

は対象外 
→消耗品、コピー代等は原則不可 

※ＩＤＥＡver3.1 の利用については事務局にご相

談ください。 

（補助対象外経費の例） 
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・先進地視察・見学に要する経費 

・土地の取得費及び賃貸料 

・機構との会合のための旅費 

・振込手数料、通信運搬費、消耗品費 

・設備稼働に必要な材料費 

・普及啓蒙活動に係る費用 

・直接実証に関係のないコンサルティング費用 

※人件費は、実績単価計算方法もしくは健保等級計算方法により算出します。計算方法の詳

細は「補助事業事務処理マニュアル」経済産業省大臣官房会計課（令和４年６月版）を参

照します。 

※交付申請に当たっては、当該補助金に係る「消費税仕入控除額」を減額して申請して下さ

い。海外の付加価値税についても同様です。 

※補助対象経費の中に補助事業者の自社製品の調達等に係る経費がある場合、補助対象経費

の実績額の中に補助事業者自身の利益が含まれることは、補助金交付の目的上ふさわしく

ないと考えられます。このため、補助事業者自身から調達等を行う場合は、原価（当該調

達品の製造原価など）をもって補助対象経費に計上します。業種等により製造原価を算出

することが困難である場合は、他の合理的な説明をもって原価として認める場合がありま

す。 

（８）審査方法及び審査基準 

機構は、補助事業を選定するために、学識経験者を含む関係分野の専門家で構成される委員

会（以下「評価委員会」とします。）を設置します。補助金交付申請者から提出された実施計画

書については、評価委員会に諮り、下記の評価項目に対して審査し、採択案件を選定します。

また、必要に応じて申請者に対してヒアリングを実施します。 

なお、予算枠を超えた際には、評価の高い事業から順に採択するものとします。 

補助事業①カーボンフットプリントに関する評価項目 

  評価項目 評 価 内 容 

試
行
事
業
全
体
に
関
す
る
評
価
項
目 

１ 実効性 ・具体的かつ実現可能な目標設定がされていること 

２ 技術力 ・製品エコシステムの実証に関する技術力を有していること 

３ 新規性 

・一次データの測定を考慮していること 

・チャレンジングな提案であり、得られる成果が今後の指針

となるものや、幅広い成果の活用が期待されること 

・製品エコシステムに関する制度等の整備に活用する技術や

システム、ビジネスモデル等で新規性を有していること 
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４ 事業実施体制 
・事業の実施体制図及び役割が明確にされており、かつ事業

内容と整合していること 

５ 
事業実施 

確実性 

・事業内容が具体的に記載されており、かつ実施体制、方

法、スケジュールが効率的かつ確実に実施可能なものであ

ること 

・事業の目的・内容・実施方法に対して、工程・作業手順等

が効率的であること 

・本事業終了後も当該分野のビジネスを自律的に継続する計

画となっていること 

６ 課題解決 

・実在の電動車の蓄電池パックのＣＦＰに関連する取組であ

ること 

・特にＥＶ、ＰＨＥＶの電池パックＣＦＰに関連する取組で

あること 

・ＣＦＰの算出に係るコストの把握に資する取組であること 

・ルール形成やＥＶ，ＰＨＥＶ等の適正な流通の促進といっ

た業界横断的課題の解決に資する取組であること 

７ 
その他特筆 

すべき事項等 

・本事業における取組が、製品エコシステム構築、制度検証

に貢献できること 

 
 

 
 

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
各
段
階 

８ 
原材料調達・

製造段階 

・年平均での算出に加え、例えばバッチ単位等、算出対象と

なる期間を複数設定してＣＦＰ算出を試行する取組である

こと 

・歩留まりによるＣＦＰへの影響分析に資する取組であるこ

と 

９ 流通段階 

・複数の方法により流通段階のＣＦＰの算出を試行する取組

であること 

・特に、燃費法、トンキロ法によるＣＦＰの算出に資する取

組であること 

１０ 使用段階 
・複数の方法により使用段階のＣＦＰの算出を試行する取組

であること 

そ
の
他 

１１ 
賃上げに関す

る取組※ 

・大企業は３％以上、中小企業等は１．５％以上の賃上げに

取り組む予定があるか 
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補助事業②蓄電池のリユース・リサイクルに関する評価項目 

 評価項目 評 価 内 容 

１ 実効性 ・具体的かつ実現可能な目標設定がされていること 

２ 技術力 ・製品エコシステムの実証に関する技術力を有していること 

３ 新規性 

・チャレンジングな提案であり、得られる成果が今後の指針とな

るものや、幅広い成果の活用が期待されること 

・製品エコシステムに関する制度等の整備に活用する技術やシス

テム、ビジネスモデル等で新規性を有していること  

４ 事業実施体制 
・事業の実施体制図及び役割が明確にされており、かつ事業内容

と整合していること 

５ 
事業実施 

確実性 

・事業内容が具体的に記載されており、かつ実施体制、方法、ス

ケジュールが効率的かつ確実に実施可能なものであること 

・事業の目的・内容・実施方法に対して、工程・作業手順等が効

率的であること 

・本事業終了後も当該分野のビジネスを自律的に継続する計画と

なっていること 

６ 課題解決 
・ルール形成やＥＶ，ＰＨＥＶ等の適正な流通の促進といった業

界横断的課題の解決に資する取組であること 

７ 
その他特筆す

べき事項等 

・本事業における取組が、製品エコシステム構築、制度検証に貢

献できること  

８ 
賃上げに関す

る取組※ 

・大企業は３％以上、中小企業等は１．５％以上の賃上げに取り

組む予定があるか 

 

※ 加点される対象は、以下のどちらかを提案者が満たすこと。  

① 令和４年以降に開始する申請者の事業年度において、対前年度比で「給与等受給者

一人当たりの平均受給額（※）」を[大企業：３％・中小企業： １．５％]以上増加さ

せる旨を従業員に表明していること。 

② 令和４年以降の暦年において、対前年比で「給与等受給者一人当たりの平均受給額

（※）」を[大企業：３％・中小企業：１．５％]以上増加させる旨を従業員に表明し

ていること。 

※中小企業等においては、「給与総額とする」。 

※中小企業等とは、法人税法（昭和４０年法律第３４号）第６６条第２項、第３項

及び第６項に規定される、資本金等の額等が１億円以下であるもの又は 資本等を

有しない普通法人等をいう。 
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補足説明 

・賃上げ実績の確認に当たっては、当該事業者により表明された内容を踏まえて、事業

年度等終了後に作成される「法人事業概況説明書」等の提出をもって行います。その

ため、確認のため必要な書類は速やかに提出してください。 

・なお、「法人事業概況説明書」については事業者等の事業年度終了後２ヶ月以内、「給

与所得の源泉徴収等の法定調書合計表」においては毎年１月３１日までに作成される

こととなりますので、原則として同じ期間内に提出してください。所定の書類をそれ

ぞれの期限内に提出しない場合は、「賃上げが未実行な者」と同様の措置を行うこと

とします。 

 

 

なお、採択等の経過に関する問い合わせには応じられません。採択案件については、機構の

ホームページに公開します。 

 

４．事業スキーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 低炭素投資促進機構 

補助金交付     

交付申請 
確定検査の 

うえ補助金交付 

交付審査の 

うえ交付決定 

実績報告 

月次報告 

評価委員会 
（実施内容について、技術的かつ専門的な評価及び助言を行う。） 

申請者（補助事業者） 

経 済 産 業 省 
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５．補助金の手続き 

 

本補助金の手続き概略について以下に記します。 

（１）交付申請（交付規程第５条） 

本補助金の交付を希望する事業者は、機構宛に当該年度の補助金交付申請書（（別紙①）（様

式第１））、実施計画書（（別紙②）（様式第２））を提出して下さい。 

 

（２）交付決定（交付規程第６条） 

機構は補助事業の選定のため、書類審査と評価委員会による審査を行い、補助金の交付が適

当と認められたものについて交付決定を行います。 

 

（３）補助事業の実施 

法令、交付規程、公募要領、公募説明会資料、機構ホームページ等に則り、事業を実施して

下さい。 

 

（４）計画変更（交付規程第１０条） 

補助事業者は、交付申請時の事業の内容を変更、補助対象経費の費目ごとに配分された額の

変更、補助事業の中止・廃止等をしようとするときは、事前に機構の承認を受ける必要があり

ます。 

尚、事業内容が大幅に変更される計画変更申請においては、その申請の妥当性について評価

委員会に諮る場合があります。 

ただし、各配分額のいずれか低い額の１０％以内の流用増減で変更する場合は、計画変更（等）

承認申請書の提出は必要ありません。その場合、実績報告書（交付規程（様式９））提出に際し

て、配分変更後の額、配分変更理由及び配分変更内容が明記された資料を別途提出してくださ

い。なお、入札による減額は、事業計画が変更されるわけではないので、原則として機構の承

認を受ける必要はありません。 

また、何らかの理由により補助対象経費が増額となる場合であっても、補助金額の増額は原

則認められません。 

 

（５）実績報告及び確定検査（交付規程第１６、１７条） 

補助事業者は、補助事業が完了した時は、事業完了後３０日以内又は令和５年２月２８日の

いずれか早い日までに実績報告書（交付規程（様式第９））を機構宛に提出して下さい。また、

補助事業の遂行及び収支の状況について、毎月機構に月次報告書（交付規程（様式第７－２））

を提出して下さい。 

機構は補助事業者から実績報告書が提出されたときは、書類審査（仕様書、見積書、契約書、

納品書、試運転報告書、請求書、振込証明書等）及び必要に応じ現地調査等の確定検査を行い、
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事業の成果が交付決定の内容に適合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、事

業者に通知します。 

正当な理由なく申請時の補助対象経費と実績報告時の補助対象経費が著しく乖離する場合

や事業実施内容が交付申請書どおりでない場合など不適当と認められる場合には、補助金の不

交付や減額の措置が取られる場合があります。 

確定検査を実施するにあたって補助事業者に用意していただく書類は、交付決定後に別途通

知致します。 

 

（６）補助金の支払い（交付規程第１８条） 

補助事業者は、機構から確定通知を受けた後、精算払請求書（交付規程（様式第１１））を提

出して下さい。その後、機構から補助事業者（主申請者）に補助金を支払います。補助金の交

付は、補助事業者の支払の完了後となりますのでご留意下さい。本事業では、補助金は主申請

者に一括して銀行振込により支払われます。 

 

（７）取得財産の管理について（交付規程第２３、２４条） 

補助金で取得した資産（取得財産等）については、取得財産等管理台帳及び明細表（交付規

程（様式第１３、１４））を整備し、その管理状況を明らかにしておくとともに、単価５０万円

以上の資産を処分（転用、譲渡、交換、貸付、担保に供する処分、廃棄等）しようとするとき

は、事前に財産処分承認申請書（交付規程（様式第１５））を機構に提出し、承認を受ける必要

があります。 

 

（８）補助事業の承継について（交付規程第１５条） 

補助事業者は、財産処分制限期間において、相続、法人の合併又は分割等により補助事業を

行う者が他の法人、個人等に変更される場合、その変更により事業を承継する者又は事業を承

継する者に代わり事業を行う者が、補助事業を継続して実施しようとするときは、引き続き補

助金の交付の目的に従って効率的運用を図ることができる旨を証明できる資料を添付のうえ、

事前に補助事業承継承認申請書（交付規程（様式第８））を機構に提出し、承認を受ける必要が

あります。 

 

（９）規定違反に対する措置について（交付規程第２０条） 

補助事業者は、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和３０年法律第１７９

号、以下「適正化法」という）、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令（昭和

３０年政令第２５５号）及び交付規程の定めるところに従う必要があります。 

なお、これらの規定に違反する行為がなされた場合、次の措置が講じられることがあります。 

① 交付規程第２０条第１項、第２項の規定による交付決定の取消、同条第４項の規定によ

る補助金等の返還及び同条第５項の規定による加算金の納付。 

② 適正化法第２９条から第３２条までの規定による罰則。 
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③ 相当の期間、補助金等の全部又は一部の交付決定を行わないこと。 

④ 機構が所管する契約について、一定期間指名等の対象外とすること。 

⑤ 補助事業者等の名称及び不正の内容の公表。 

 

（１０）暴力団排除に関する誓約について（交付規程第２６条） 

交付規程（別表２）に基づき、申請者は補助金の交付申請書の提出をもって「暴力団排除に

関する誓約事項」に同意したものとします。 

 

（１１）情報管理及び秘密保持について（交付規程第２７条） 

交付規程２７条に基づき、申請者は、補助事業の遂行に際し知り得た第三者の情報について

は、当該情報を提供する者の指示に従い、又は特段の指示がないときは情報の性質に応じて、

法令を遵守し適正な管理をするものとし、補助事業の目的又は提供された目的以外に利用しな

いものとします。 

 

（１２）利用状況の報告について（交付規程第２３条） 

交付規程第２３条に基づき、補助事業の適正な管理のため、補助金交付により取得した財産

等の利用状況を必要に応じ、確認する場合があります。 

 

（１３）補助事業の公表について 

採択された補助事業については、事業者名、事業概要、事業成果等を機構ホームページや報

告書等にて外部に公表させていただきます。また、機構による報告書や資料作成等でご協力い

ただく場合があります。 
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６．補助事業の申請、実施における注意事項 

 

事業者が補助事業を申請及び実施する上での注意点を以下に記します。交付規程及び以下を

熟読の上、申請して下さい。 

（１）申請者 

申請にあたり、補助事業に含まれる設備等の所有者及び設備使用者（設備を使用して生産や

営業活動を行う者）が異なる場合、原則として「共同申請」となります。 

申請者が複数となる場合は、共同申請とし、交付申請書に各々の役割を明確に示し、各事業

者間で十分な連携を取り事業を推進して下さい。 

なお、地方公共団体は、主申請者になることはできません。 

  

（２）事業期間 

事業の開始日 

・事業の開始日は、補助事業の交付決定日とします。 

※ 交付決定前の発注は、原則補助対象外となります。 

事業の完了日 

・事業の完了日とは、補助事業を構成する全ての工事等※1を完了、検収した上で、費用の

支払いがすべて完了する日をいいます。 

・事業の完了日は、令和５年２月２８日までとする必要があります。 

・補助事業がやむを得ない理由により、予定の期間内（交付申請書（様式第１）の「２．

補助事業の開始及び完了予定日」に記載した完了予定日まで）に完了することが出来な

いと見込まれる場合、事前に事故報告書（交付規程（様式第６））の提出が必要となりま

す。 

 ※１ 補助事業を構成する工事等全てが対象となります。補助対象経費であるか否かは

関係ありません。現地にて設備の性能が確認され、試運転調整が完了している必

要があります。 

 

（３）税金等の扱い 

① 消費税等の扱い 

消費税等は補助対象外となります。交付申請書に記載する金額は税別として下さい。 

 

（４）利益等排除 

① 利益等排除 

補助事業者の自社調達の場合のみ、製造原価をもって補助対象額とします。 
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（５）見積、発注先選定 

① 見積依頼（別紙④）参照 

・見積依頼は申請者（共同申請の場合は原則として設備の所有者）が書面で行って下さ

い。※１、２印は担当者印でも可とします。 

・交付申請の段階においては、概算見積書（１者）でも可とします。 

・機種の選定においては、メーカや型式を指定せず、性能や仕様値で規定して下さい。 

・見積依頼書は、事業者所定の書式でも可としますが、記載内容は機構の書式（別紙④）

と同等以上として下さい。 

・交付申請書（交付規程（様式第１））や実績報告書（交付規程（様式第９）（様式第１

０））に添付する見積依頼書の写しは、見積依頼先に提出したものの複写として下さ

い。（確定検査で原本確認を行う場合があります。） 

※１ 見積依頼書、見積書、契約書（又は注文書、注文請書）、納品書、受領書、請求

書、領収書は、発注先と設備の所有者で取り交わすことを原則としますが、設

備の所有者以外の共同申請者が取り交わす場合は、共同申請における見積依頼

から領収書受取までの役割分担（別紙⑧）及び根拠となる契約書等を交付申請

書に添付して下さい。 

※２ 記載する件名は、見積依頼書、見積書、契約書（又は注文書、注文請書）、納品

書、受領書、請求書、領収書等で統一して下さい。 

 

② 見積書（別紙⑤）参照 

・交付申請時の概算見積の場合、見積作成担当者の認印の押印で可とします。ただし、

実施見積においては、見積作成会社の社印を押印して下さい。 

・申請書に添付する概算見積書の写しは、交付申請日が見積有効期限内に該当している

かを確認して下さい。 

・見積書は、見積依頼書に記載の条件を満たし、契約時点で有効なものを提出して下さ

い。 

・見積書は、経費の費目（設計費、設備費、工事費、諸経費）にまとめて下さい。 

・見積書は、補助対象経費と補助対象外経費が分かるように明確に記載して下さい。 

・一式５０万円以上（単体で５０万円以上の機器を除く）の見積項目が含まれている場

合については、見積項目の内訳を提出して下さい。 

・設備費などの見積に含まれる諸経費等が一式５０万円以上の場合は、その根拠を提示

してください。 

・補助対象経費は、値引き後の金額を記載して下さい。値引きを行う場合は、補助対象

経費から値引きをしていることを明確に記載して下さい。 

・交付申請書受領後、機構の担当者より、見積書、見積内訳書等の電子データ提出を要

請する場合があるので準備をして下さい。 

・交付申請書（交付規程（様式第１））や実績報告書（交付規程（様式第９）（様式第１
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０））に添付する見積書の写しは、申請者が保管する見積書の複写を提出して下さい。

（確定検査で原本確認を行う場合があります。） 

 

③ 発注先選定 

・補助事業を行うに当たり、売買、請負、委託その他の契約を締結するときは、競争入

札（又は３者以上の相見積）を行って下さい。 

・補助金の額は、補助金の額が最も安価な見積会社の見積金額により決定します。 

・競争入札（又は３者以上の相見積）においては、適正な競争がなされる必要がありま

す。そのため、次のとおり配慮して下さい。 

ａ．事業者は、発注先に対し他の見積参加者を請負工事の下請けとして使用させない。 

ｂ．見積参加者同士が、一般の工事において元請け、下請けの関係にない。（総合建設

業（ゼネコン）と専門工事業（サブコン）の関係等） 

ｃ．見積を実施する３者のうち、いずれか同士が関係会社の関係にない。 

・発注先選定後、申請者が選定した会社と更なる減額交渉を実施し、金額を減額するこ

とは可とします。 

・補助事業を行うに当たり、補助対象となる売買、請負、委託その他の契約の締結は、

交付決定後に行って下さい。 

 

④ 発注先選定理由書 

・発注先の選定にあたり、補助事業の運営上、競争入札（又は３者以上の相見積）が著

しく困難又は不適当である場合（例：技術上、生産能力上の事由から特定の発注先に

限定せざるを得ない場合等）は、事前に機構に発注先選定理由書（別紙⑦）を提出し

て下さい。なお、理由書の内容や提出の時期により機構にて否認され、該当部分が補

助の対象から除外となる場合がありますのでご注意下さい。 

※ 見積額の妥当性が分かる資料を提出して下さい。 

 

⑤ 契約（発注） 

発注にあたり、以下の内容を満たす必要があります。 

・補助事業者（共同申請の場合は原則として設備の所有者）と発注先で請負（売買）契

約書、又は注文書と注文請書を取り交わすこと。 

・契約書（又は注文請書）には完了予定日（又は納入予定日）が記載されていること。 

・請負に係る契約書又は注文請書には、原則として収入印紙が付されていること。 

・原則、契約（発注）は単年度毎に行う事。 

 

⑥ その他 

インターネットやメール、ＦＡＸ等により注文を行い、注文書、注文請書を取り交わし

ていない場合には、補助事業者の発注や購買に関する手続き方法を記載した書類を機構に
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提出し事前に了解を得るとともに、注文書、注文請書に代わるもの（電子媒体等の印字し

たもの）を実績報告書に添付する必要があります。 

 

（６）発注先への支払い  

① 当該年度に行われた工事、物品購入等に対しては、原則当該年度中（令和５年２月２８

日）までに対価の支払い及び精算が完了する必要があり、工事の完了、検収と経費の支

払いをもって、補助事業の完了となります。 

※ 工事の完了、検収、請求がなされる前に支払いが完了した場合、適切な手続きとみ

なされず、補助対象外経費となります。 

② 補助事業に関する工事、物品購入等の経費の支払い方法は「金融機関からの振込み」と

し、支払いの事実を証明できるものとして次に示すいずれかの書類の写しを用意する必

要があります。 

・金融機関が発行した振込証明書等  

・補助事業者（共同申請の場合、原則として設備の所有者）が発行した支払伝票及び発注

先が発行した領収書 

（請負契約の場合、原則として領収書には収入印紙が付されていること） 

※ 手形、割賦、相殺等、金融機関からの振込以外の支払方法は認められません。 

※ 金融機関に対する振込手数料等は原則補助対象とはなりません。ただし、以下の場

合には、補助対象として計上することができます。 

・振込手数料を発注先が負担している場合 

・発注先が発行する請求書において、発注先が振込手数料を負担する旨が記載され

ている場合 

・発注先が領収書を発行した際、振込手数料が領収金額の内数になっている場合 

③ 発注先への支払いと同時期に資産を担保設定する場合、財産の取得前であっても事前に

財産処分承認申請書（交付規程（様式第１５））を機構に提出し、承認を受ける必要があ

りますのでご留意下さい。 
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７．補助事業申請に係る提出書類 

 

本事業に応募される事業者は、公募期間中に以下の書類の提出をお願いします。 

（１）交付申請書（様式第１）（（別紙①）参照） 

（２）実施計画書（様式第２）（（別紙②）参照） 

（３）事業概要書（（別紙⑫）参照） 

（４）連絡窓口表（（別紙⑬）参照） 

（５）賃上げ表明書（参考様式１） 

（６）添付書類 

１．実施場所（形式自由。Ａ４で１枚程度） 

  （１）実施場所の地図 

  ※ 最寄り駅がわかるものとして下さい。 

  ※ 設備の設置先、電力や熱の利用先を明示して下さい。 

２．事業全体イメージ（形式自由。Ａ４で１、２枚程度） 

（１） 実証事業全体のフロー図 

※ 申請の補助事業の範囲と一体で運用される既存のシステム（設備）がある場合

は、これも含めて下さい。 

  （２）新たに導入する設備にある場合は配置図、配管図 

３．機器仕様（形式自由）  

  （１）主な設備の仕様概要 

  （２）新たに導入する設備の仕様詳細 

４．事業計画 

  （１）発注計画書（別紙③）※ すべての発注について記載して下さい。 

  （２）事業概要書（別紙⑫） 

  （３）事業ＰＲ資料（任意） 

５．見積依頼書の写し、見積書の写し、申請金額整理表 

（１）「６．（５）見積・発注先選定」（P.16 参照） 

６．申請者の会社概要（共同申請の場合、全申請者の提出が必要） 

  （１）会社概要（法人や施設の概要書、パンフレット等） 

  （２）会社の定款 

  （３）法人にあっては、履歴事項全部証明書、登記事項証明書又は登記簿謄本の写し 

※ 発行日が申請日から３ヵ月以内のもの。 

    （４）財務諸表（直近２カ年分）  
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※以下に該当する場合、必要に応じ追加書類を提出して下さい。 

７．共同申請関係 

（１）交付申請書に記載した補助事業に要する経費等の申請者別内訳（別紙⑨） 

（２）交付申請書に記載した資金調達計画の申請者別内訳（別紙⑩） 

（３）共同申請における見積依頼から領収書受取までの役割分担（別紙⑧）及び根拠とな

る契約書等（設備の所有者以外が実施する場合のみ） 

８．支払委託契約関係 

（１）支払委託契約書（案可）の写し（６．（６）発注先への支払い③（P.18 参照）） 

９．発注先選定理由書（申請時点で発注先が決定している場合） 

※ やむをえない理由で発注先の選定に際して競争入札（又は３者以上の相見積）

を実施しない予定の場合に提出して下さい。（別紙⑦） 

※ 必要に応じ、説明のための資料を添付して下さい。 

１０．業務委託関係 

補助事業の一部を第三者に委託する場合 

（１）補助事業者と委託先との委託契約書（案可）の写し 

（２）委託内容を説明する書類 

（３）委託先に対する監督体制及び検査内容 

（７）その他 

※ 審査にあたって別途資料の提出を要求することがあります。 

※ 提出いただいた書類は返却しませんので、全てコピーを取り、保管をお願いします。

交付申請書（様式第１）、実施計画書（様式第２）についても、原本を機構に提出し、

コピーを保管して下さい。 

 ※ 提出いただいた事業概要書（別紙⑫）については、別途公表用として、依頼します。ま

た、別途補助事業に関連した資料の作成を依頼する場合があります。 
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（補足資料） ＣＦＰ算出方法詳細 

 

本事業の結果は、分析のため、経済産業省より、蓄電池のカーボンフットプリントに係る調

査・分析業務を受託しているみずほリサーチ＆テクノロジーズ及び国立研究開発法人産業技術

総合研究所に共有します。（共有の難しい場合は、個別に事務局までご連絡ください。）また、

本事業の途中段階でみずほリサーチ＆テクノロジーズ及び国立研究開発法人産業技術総合研

究所からヒアリングを受ける点についてご了承ください。 

 

１．原材料調達・製造段階 

＜算出方法＞ 

 自動車メーカは、ＧＨＧ算出対象とする車種を指定し、対象車種の電池パックの部材

の調達先である Tier１メーカに対して、部材製造時におけるＧＨＧ排出量の算出を

依頼する。Tier１メーカは、納入されている部材に関するＧＨＧ排出量の算出を Tier

２メーカに対して依頼する。これを Tier２、Tier３、・・・と繰り返す。 

 サプライヤは、「活動量・原単位項目一覧表」を参考に、活動量のデータを取得。対応

するＧＨＧ排出原単位をかけて、納入している部材のＧＨＧ排出量を算出。併せて、

関連する以下の情報を可能な範囲で一般社団法人低炭素投資促進機構を通じて、経済

産業省及びみずほリサーチ＆テクノロジーズに提出する。 

・ 部材名・部品番号 

・ 納入先 

・ 納入している部材が組み込まれる蓄電池 

・ 納入している部材１単位あたりの活動量 

・ 活動量ごとのＧＨＧ排出量 

・ 納入している部材１単位あたりのＣＦＰ 

・ ＣＦＰ算出における課題 

※「活動量・原単位項目一覧表」は 国立研究開発法人産業技術総合研究所、みずほリ

サーチ＆テクノロジーズに連絡し、入手。（連絡先は、４.その他（連絡先）を参照） 

 経済産業省またはみずほリサーチ＆テクノロジーズから、企業名、部材名・部品番号、

納入している部材１単位あたりのＣＦＰを納入先の企業に提供する。 

 これを TierＮメーカ⇒経済産業省⇒・・・⇒Tier２メーカ⇒経済産業省⇒Tier１メ

ーカ⇒経済産業省⇒自動車メーカの順に行い、自動車メーカは対象車種の電池パック

の製造に係る最終的なＧＨＧ排出量を、一般社団法人低炭素投資促進機構を通じて経

済産業省及びみずほリサーチ＆テクノロジーズに報告する。 

 

＜測定期間＞ 

 基本的には電池製造を行った１年間のＣＦＰを算出することとし、比較のためバッチ

単位（製品単位）での測定も可能な限り行う。 

 ただし、事業実施期間がそもそも１年に満たないため、２０２１年の１年間で取得し

た各社の製造データを活用することでＣＦＰの算出を実施。 

 算出結果は可能な限り令和４年１２月末までに、一般社団法人低炭素投資促進機構を
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通じて経済産業省及びみずほリサーチ＆テクノロジーズへ共有するとともに、算出の

過程で生じた課題や対応の方向性については令和５年２月３日までに共有すること。 

 

 

＜評価範囲＞ 

 ＣＦＰ算定事業者のそれぞれにおいて、部素材の製造に係る直接部門は評価範囲の対

象とし、事務部門及び研究部門などの間接部門は対象外とする。ただし、直接部門と

間接部門を分けて算定できない場合（製造に係る部門と製造に係らない部門で電力メ

ータが分かれていない場合など）は、間接部分を含んだ評価としてよい。 

 上記も含み、算定対象の範囲は下記のとおり。 

 製造に係るプロセス 

 製造に係る付帯的なプロセス 

 工場内の照明や空調 

• 電力など、照明や空調に必要なエネルギー 

 ユーティリティ（電力・蒸気・用水等）の製造（再生可能エネルギーや自家

発電等も含む） 

• 電力や燃料など、ユーティリティの製造に必要なエネルギー 

 原材料・製品の保管 

• 倉庫、保温装置など、原材料・製品の保管に要するエネルギー（電力や燃

料など）や投入物 

 製造時に発生する廃棄物の処理（内部処理・外部処理） 

• 廃棄物の処理方法別の種類と量 

 工場における大気汚染物質の処理 

• 排煙脱硫装置など、大気汚染物質の処理に必要なエネルギーや投入物 

 排水処理 

• 排水処理装置など、排水の処理に必要なエネルギーや投入物 

 工場間の輸送 

• 横持ち輸送など 

 

 なお、以下については評価の対象外とする（分けられない場合は加算）。 

 工場内の間接部門（直接部門から切り出すことが可能な場合） 

 事務部門・研究開発部門など 

 製造に係るプロセスのメンテナンス 

 同一工場内の輸送 

 原材料の輸送資材 

 輸送設備／生産設備等の設備の製造（充電器含む） 
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＜部素材・製品間のアロケーション（按分）＞ 

 同一プロセスで複数の製品が製造されるようなケースにおいては、製品重量によるア

ロケーション（配分）を原則とする。ただし、製品重量による配分が妥当ではない場

合には、その理由を付して、他のアロケーションとしてもよい。 

 製品重量によるアロケーションを行う場合の算定イメージは下記のとおりである。 

＜データ収集＞ 

 複数のサイトで製造を行う場合はそれぞれのサイトでデータを収集することとする

が、サイトが多岐にわたる場合は、主要な生産サイトに限定してもよい。ただし、主

要なサイトのみ限定的にデータを収集する場合は、そのサイト名を明確にする。なお、

主要な生産サイト は生産量全体の５０％以上とする。 

 原材料調達及び生産段階において、投入される部素材の原材料の量や投入した資材

（包装材）の量や投入したエネルギー・水の量を、歩留まりを考慮しながら一次デー

タとして収集することとする。 

原
材
料
保
管

第1建屋

製造ライン

付帯設備
（水・エア・蒸気など）

照明・空調

メンテナンスは
評価対象外

工場内輸送

A会社 B工場

評価範囲内 評価範囲外

事務部門・研究部門

受
入

廃棄処理
（廃棄物、排水、排ガス）

製造ライン

付帯設備
（水・エア・蒸気など）

照明・空調

事務部門・研究部門

廃棄処理
（廃棄物、排水、排ガス）

製
品
保
管

出
荷

原材料の
輸送資材

第２建屋

建屋の建造

製造設備の
製造
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 原則、材料の投入段階の活動量を用いて、ＣＦＰを算出することとするが、可能な範

囲で、材料の投入段階、加工後の段階それぞれの活動量を用いた場合のＣＦＰの算出

結果を報告すること。 

 

 なお、部材・素材を製造している事業者ごとに、重量が１％に満たないものについて

は、カットオフしてもよいこととする。ただし、カーボンフットプリントの算定結果

に影響が大きい部素材については、この限りではない。 

 投入物としてリサイクル材・リユース品を使用する場合、その製造及び輸送に係るＧ

ＨＧ排出量には、リサイクルプロセス（例：回収、前処理、再生処理など）やリユー

スプロセス（例：回収、洗浄など）に伴うＧＨＧ排出量を含めることとする。 

 製造プロセスにおいて廃棄物が発生する場合、廃棄物の処理方法別の種類と量につい

て、一次データとして収集することとする。 

 プロセスに起因してＧＨＧが発生する場合や、ＧＨＧを原料として利用するプロセス

がある場合には、そのＧＨＧ排出量も一次データとして収集するものとする。 

 原材料調達及び製造段階で生じる輸送については、燃料法、燃費法、改良トンキロ法

のいずれかで、一次データの取得を通じて算出するものとする。輸送距離を取得する

必要がある場合は、往路から算出するものとする。ただし、一次データを取得できな

い場合は、小形二次電池のＰＣＲのシナリオ（下記参照）を基にカーボンフットプリ

ントを算定してもよい。また、港間の距離や空港間の距離については、ＩＤＥＡver3.1

に提示されている距離を参照してもよい。なお、算出方法についても報告すること。 

 
（１）原材料輸送 

① 輸送が陸送のみの場合 

＜輸送距離＞５００km 

＜輸送手段＞１０トントラック（軽油） 

＜積載率＞ ６２％ 
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② 郵送に海運が伴う場合 

i ) 国内輸送（生産地 → 港） 

＜輸送距離＞５００km 

＜輸送手段＞１０トントラック（軽油） 

＜積載率＞ ６２％ 

ii ) 国際間輸送（港 → 港） 

＜輸送距離＞港間の航行距離 

＜輸送手段＞コンテナ船（４，０００TEU 以下） 

iii ) 国内輸送（港 → 生産工場） 

＜輸送距離＞５００km 

＜輸送手段＞１０トントラック（軽油） 

＜積載率＞ ６２％ 

 

（２）中間輸送 

① 輸送距離 

＜国内輸送の場合＞ 

(ア)市内もしくは近隣市間に閉じることが確実な輸送の場合：５０km 

(イ)県内に閉じることが確実な輸送の場合：１００km 

(ウ)県間輸送の可能性がある輸送の場合：５００km 

(エ)生産者→消費者輸送で、消費地が特定地域に限定されない場合：１，０００

km 

 

＜海外での国内輸送の場合＞ 

生産サイトからの港までの輸送：５００km 

 

＜国際輸送の場合＞ 

出発港から到着港の航行距離を採用する。 

 

② 輸送手段 

＜国内輸送の場合＞ 

(ア) 物流事業者による輸送：１０トントラック 

(イ) その他の事業者による輸送：２トントラック 

 

＜国際輸送の場合＞ 

全て海上輸送とし、手段は「コンテナ船（４，０００TEU 以下）」で統一する。 

 

③ 積載率 

＜トラック＞ 

経済産業省告示「貨物輸送事業者に行われる貨物の輸送に係るエネルギーの使用

量の算定の方法」における積載率不明時の適用値（下表）を採用。 
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本ＰＣＲでは、海外の陸上輸送トラックについてもこれらの設定値を適用した。 

 

＜その他＞ 

 原材料調達・製造段階において電力に起因するＧＨＧ排出量を算定する際、ＩＤＥＡ

ver3.1 の排出原単位を用いたＧＨＧ排出量の算出に加えて、可能な範囲で自社が契

約している各小売電気事業者別の電力量に関する情報を収集し、ＧＨＧ排出量を算出

する。 

※本試行事業で用いることのできる小売電気事業者別の排出原単位については４．そ

の他（連絡先）に記載した連絡先に相談のこと。 

 海外生産分が含まれる場合、電力は当該生産国における原単位を用いてＧＨＧ排出量

を算出することとし、製造部分については、ＩＤＥＡver3.1 を用いてＧＨＧ排出量を

算出することとする。 

 製造プロセスにおいて再利用している溶剤等を使用している場合には、当該溶剤等を

再精製するのに係るエネルギー等に関する情報を収集することとする。 

 

２．流通段階 

 自動車メーカは、①燃費法、②改良トンキロ法（シナリオ設定なし）、③改良トンキロ

法（2011 年自動車工業会のＬＣＡ評価法）④改良トンキロ法（カーボンフットプリン

ト算定・表示試行事業（現 ＳｕＭＰＯ環境ラベルプログラム）における小型二次電池

のＰＣＲのシナリオ）の４つの方法から算出可能な方法を選択。可能な限り、複数の

方法で算出を行い、取得した活動量とＣＦＰを報告する。 

 算出結果は可能な限り令和４年１２月末までに、一般社団法人低炭素投資促進機構を

通じて経済産業省及びみずほリサーチ＆テクノロジーズへ共有するとともに、算出の

過程で生じた課題や対応の方向性については令和５年２月３日までに共有すること。 

車種 
燃

料 

最大積載量（kg） 
積載率が不明な場合 

平均積載率 原単位（l/t･km） 

 中央値 自家用 営業用 自家用 営業用 

軽・小

型・普

通 貨

物車 

ガ

ソ

リ

ン 

軽貨物車 350 10% 41% 2.74 0.741 

~1,999 1000 10% 32% 1.39 0.472 

2,000 以上 2000 24% 52% 0.394 0.192 

小型・

普 通

貨 物

車 

軽

油 

~999 500 10% 36% 1.67 0.592 

1,000~1,999 1500 17% 42% 0.530 0.255 

2,000~3,999 3000 39% 58% 0.172 0.124 

4,000~5,999 5000 

49% 62% 

0.102 0.0844 

6,000~7,999 7000 0.0820 0.0677 

8,000~9,999 9000 0.0696 0.0575 

10,000~11,999 11000 0.0610 0.0504 

12,000~16,999 14500 0.0509 0.0421 
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 輸送距離を取得する場合は往路から算出すること。 

①  燃費法 

・輸送距離÷燃費×ＧＨＧ排出量排出原単位×（電池１個の重量÷輸送重量） 

・自動車メーカが完成車販売の輸送距離、電池重量、輸送重量のデータを取得し、完成

車工場～販売店までの輸送に係るデータを取得。 

 

必要なデータ データの把握方法 

輸送距離 

（km） 

・ 原則、完成車工場～販売店までの道のり（輸送計画距離）を計

測。 

・ 可能な場合は、実際の輸送距離を計測。 

燃費 

（km/L） 

・ 完成車輸送用の車両ごとまたは同じ車種単位ごとに計測した

実測の燃費データを取得。 

・ 不明な場合は次ページの表を使用。 

＜自動車の燃費表＞  

重量 

（輸送重量・電

池重量）（t） 

・ 完成車工場から販売店までの輸送時の貨物重量を計測。 

・ 加えて、輸送する電池パック１個あたりの重量を計測。  

 

 

② 改良トンキロ法（シナリオ設定なし） 

電池１個の重量×輸送距離×改良トンキロ法燃料使用原単位×ＧＨＧ排出原単位で

算出。自動車メーカが電池１個の重量、輸送距離、積載率のデータを取得し、輸送車

両の情報も取得する。 
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（改良トンキロ法燃料使用原単位） 

必要なデータ データの把握方法 

重量（t）  輸送する電池パック１個あたりの重量を計測。 

輸送距離

（km） 

 原則、（ア）の方法で取得。その上で、可能であれば、（イ）や（ウ）

の方法でも算出。 
 

対象 距離 計測方法 

ア 車種別 工場～全国の店舗 距離の平均値 

イ 車種別 工場～店舗 実測 

ウ 個別の車ごと 工場～店舗 実測 
 

積載率 

（％） 

 使用車両の使用燃料種類及び最大積載量別に積載率を取得。 

 原則、（ア）の方法で取得。その上で、可能であれば、（イ）や（ウ）

の方法でも算出。 
 

対象 積載率 計測方法 

ア 自動車一般 工場～全国の店舗 積載率の平均値 

イ 車種別 工場～全国の店舗 積載率の平均値 

ウ 個別 工場～店舗 実測 
 

輸送車両の 

情報 

 輸送使用する燃料の種類（ガソリン、軽油）、最大積載量を把握。 
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③  改良トンキロ法（２０１１年自動車工業会のＬＣＡ評価法） 

 電池 1個の重量×自動車工業会で設定する係数で算出。 

 自動車メーカは、電池１個の重量を取得し、下記の考え方で設定された係数を乗じて、

ＧＨＧ排出量を算出。 

 

④  改良トンキロ法（カーボンフットプリント算定・表示試行事業（現 SuMPO 環境ラベル

プログラム）小型二次電池のＰＣＲのシナリオ） 

 電池 1個の重量×輸送距離×改良トンキロ法燃料使用原単位×ＧＨＧ排出原単位で

算出。 

 

⑤ （参考）燃料法 

 燃料使用量×ＧＨＧ排出原単位×（電池重量÷輸送重量）で算出。 

（データ取得が困難である可能性が高いことから、測定可能な場合のみ実施。） 

 

３．使用段階 

 自動車メーカは、以下の２通りの方法に基づき、蓄電池の充放電ロス量を算出する。 

(ア)ＥＶの場合：（生涯走行距離÷電費）×充放電ロス率  

ＰＨＥＶの場合：（生涯走行距離×ユーティリティファクター÷電費）×充放電

ロス率 

（イ）（電池容量×サイクル数×平均容量率）×充放電ロス率 

必要なデータ データの把握方法 

重量（t）  輸送する電池パック１個あたりの重量を計測。 

輸送距離（km）  １，０００km 

改良トンキロ法 

燃料使用原単位 

（L/t・km） 

 ０．０５３６L/t・km 

（輸送手段は１０tトラック（軽油）、積載率は６２％として想定） 
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 上記充放電ロス量に電力のＧＨＧ排出原単位を乗じて、ＧＨＧ排出量を算出する。な

お、電力のＧＨＧ排出原単位についてはＩＤＥＡver3.1 を用いること。 

 可能な限り、複数の計算方法で算出を行うこと。（算出過程で取得したデータ及びＣＦ

Ｐの計算結果を共有すること。） 

 算出結果は可能な限り令和４年１２月末までに、一般社団法人低炭素投資促進機構を

通じて経済産業省及びみずほリサーチ＆テクノロジーズへ共有するとともに、算出の

過程で生じた課題や対応の方向性については令和５年２月３日までに共有すること。 

＜蓄電池の充放電ロス量の算出方法＞ 

① ＥＶの場合：（生涯走行距離÷電費）×充放電ロス率 

ＰＨＥＶの場合：（生涯走行距離×ユーティリティファクター÷電費）×充放電ロス率 

必要なデータ データの把握方法 

生涯走行距離（km） 
 業界団体の過去の統計データからの算出結果に基づき、11万 km

と設定。 

電費（km/kwh）  一次データを活用。 

充放電ロス率（％） 

 自動車メーカにおいて設計の際、想定する充放電ロス率の値

（想定値）を活用して算出する。なお、想定値を置く場合につ

いては、想定値の考え方についても併せて提出する。 

ユーティリティファ

クター 

 ＷＬＴＣ試験法における測定を元にした値を使用。難しい場合

は、設計の際の想定値を活用して算出。 

 

②（電池容量×サイクル数×平均容量率）×充放電ロス率 

必要なデータ データの把握方法 

電池容量（kWh）  一次データを活用。 

サイクル（回）  自動車メーカにおいて設計の際、想定する充放電ロス率の値

（想定値）を活用して算出する。なお、想定値を置く場合につ

いては、想定値の考え方についても併せて提出する。 

平均容量率（％） 

充放電ロス率（％） 

 

※「生涯走行距離÷電費÷電池パック個数」「電池容量（kWh）×サイクル数（回）×平均容量

率（％）」から、蓄電池の機能単位に相当する生涯電力供給量も併せて、算出すること。 

 

 

４．その他（連絡先） 

 本試行事業におけるＣＦＰ算定において、ご質問事項がございましたら下記までお問

合せください。 

＜ＣＦＰ算定試行事業のＣＦＰ算定に係るお問合せ先＞ 

M-battery-CFP2022-ml@aist.go.jp 

（国立研究開発法人産業技術総合研究所、みずほリサーチ＆テクノロジーズ） 

以上 
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８．別紙参照資料 
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（参考様式２） 

                                                                 年    月    日 

 

                   住所   

  

氏名 法人にあっては名称 

及び代表者の氏名 

 

原材料調達・製造段階におけるＧＨＧ排出量 

算出結果概要 

 

（１）製品（部材）名・部品コード 

 

（２）納入先 

・納入先企業 

 

 

・連絡先 

  電話番号 

  メールアドレス 

 

（３）納入している製品（部材）１単位あたりのＣＦＰ 
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（４）納入している部材が組み込まれる蓄電池 

 

（５）ＧＨＧ排出量算出における課題と対応の方向性 

※令和４年１２月時点で明らかでない場合は、令和５年２月３日までに記載のこと。 

 

＊納入している部材１単位あたりの活動量、活動量ごとのＧＨＧ排出量については、別途、

「活動量・原単位一覧表」に記載すること。 

＊上記の他、必要に応じて、補足資料を追加すること。 
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９．交付規程（抜粋） 

無人自動運転等のＣＡＳＥ対応に向けた実証・支援事業 

（健全な製品エコシステム構築・ルール形成促進事業） 

交付規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、無人自動運転等のＣＡＳＥ対応に向けた実証・支援事業補助金（健全

な製品エコシステム構築・ルール形成促進事業）交付要綱（２０２２０５１０財製第２

号。以下「要綱」という。）第２４条の規定に基づき、一般社団法人低炭素投資促進機構

（以下「機構」という。）が行う無人自動運転等のＣＡＳＥ対応に向けた実証・支援事業補

助金）（以下「補助金」という。）の交付の手続き等を定め、もってその業務の適正かつ確

実な処理を図ることを目的とする。 

 

（適用範囲） 

第２条 機構が行う補助金の交付は、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和

３０年法律第１７９号。以下「適正化法」という。）、及び補助金等に係る予算の執行の適正

化に関する法律施行令（昭和３０年政令第２５５号。以下「施行令」という。）、並びに要綱

の定めによるほか、この規程の定めるところによる。 

 

（定義） 

第３条 この規程において、健全な製品エコシステム構築・ルール形成促進事業とは、世界各

国における環境規制等の動向を踏まえ、蓄電池のエコシステムの構築に資する実証事業

を行う間接補助事業者に対して、補助金を交付する事業等を通じ、蓄電池等の持続可能

な製品エコシステムの構築、サプライチェーン管理・認証・評価等のシステム構築、そ

の運用に係るルール・制度等の形成を図る事業をいう。  

 

（交付の対象、補助率及び補助金の上限額） 

第４条 機構は、製品のエコシステムに関する制度等の整備に資する実証を行おうとする事

業者（以下「補助事業者」という。）が策定した計画書（以下「実施計画書」という。）が別

記の要件を満たしていると認められる場合に、当該計画に係る事業（以下「補助事業」とい

う。）の実施に必要な経費のうち、補助金交付の対象として機構が認める経費（以下「補助

対象経費」という。）に対して、予算の範囲内で補助金を交付する。ただし、経済産業省から

補助金交付等停止措置又は指名停止措置が講じられている者並びに別表２の暴力団排除に

関する誓約事項の記に記載されている事項に該当するものが行う事業については、補助金の

交付対象としない。 

２ 補助対象経費の区分、補助率及び補助金の上限額は、別表１のとおりとする。 
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（交付の申請） 

第５条 機構は、補助金の交付を受けようとする事業者（以下「申請者」という。）に対し、様

式第１による補助金交付申請書に様式第２による実施計画書及びその他機構が指示する書

類を添付して、機構が指示する期日までに提出させるものとする。 

２ 申請者は、補助事業を共同して実施しようとする場合は、前項の補助金の交付の申請を共

同でしなければならない。 

３ 機構は、申請者が第 1項の補助金の交付の申請をするに当たっては、当該補助金に係る消

費税及び地方消費税に係る仕入控除税額（補助対象経費に含まれる消費税及び地方消費税相

当額のうち、消費税法（昭和６３年法律第１０８号）の規定により仕入れに係る消費税額と

して控除できる部分の金額及び当該金額に地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の規定に

よる地方消費税の税率を乗じて得た金額の合計額に補助率を乗じて得た金額をいう。以下

「消費税等仕入控除税額」という。）を減額して申請させるものとする。ただし、申請時に

おいて当該消費税等仕入控除税額が明らかでないものについては、この限りでない。 

 

（交付の決定と通知） 

第６条 機構は、前条の規定による補助金交付申請書の提出があったときは、当該申請に係る

書類の審査及び必要に応じて行う現地調査等により、補助金を交付すべきものと認めたとき

は速やかに交付の決定を行い、様式第３による補助金交付決定通知書により申請者に通知す

るものとする。この場合において、機構は、補助金の適正な交付を行うために必要があると

認めたときは、補助金の交付の申請に係る事項につき修正を加えて通知を行うものとする。 

２ 機構は、前項の通知に際して必要な条件を付すことができるものとする。 

３ 機構は、第１項の規定による交付の決定を行うに当たっては、前条第２項により補助金に

係る消費税等仕入控除税額について減額して交付の申請がなされたものについては、これを

審査し、適当と認めたときは、当該消費税等仕入控除税額を減額するものとする。 

４ 機構は、前条第２項ただし書による交付の申請がなされたものについては、補助金に係る

消費税等仕入控除税額について、補助金の額の確定において減額を行うこととし、その旨の

条件を付して交付決定を行うものとする。 

５ 機構は、補助金の交付が適当でないと認めたときは、その旨を申請者に通知するものとす

る。 

 

（交付の条件）  

第７条 機構は、補助金の交付を決定する場合において、当該交付の決定を受けた補助事業者

に対し、次に掲げる事項につき条件を付すことができるものとする。  

（１）補助事業者に委託先、外注先が存在する場合は、補助事業者は、それらの業務進捗状

況を管理するとともに業務実績（経理等を含む）の取りまとめを行うこと。 
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（２）補助事業者は、適正化法、施行令、要綱、本規程、補助金交付の決定内容及びこれに

付した条件に従い、善良なる管理者の注意をもって補助事業を行うこと。   

（３）補助事業者は、機構が第１４条の規定による補助事業に係る状況の報告等を受け、そ

の報告等に係る補助事業の実績が補助金交付の決定内容又はこれに付した条件に適

合しないと認めたときは、機構の指示に従うこと。  

（４）補助事業者は、補助事業終了後、機構の指示に従い、補助事業の効果等を報告するこ

と。 

 

 

（申請の取下げ） 

第８条 補助事業者は、補助金交付決定の通知を受けた場合において、交付の決定の内容又は

これに付された条件に対して不服があり、補助金の交付の申請を取り下げようとするときは、

当該通知を受けた日から１０日以内に様式第４による交付申請取下げ届出書を機構に提出

しなければならない。 

 

（補助事業の経理等） 

第９条 補助事業者は、補助事業の経費について、帳簿及びすべての証拠書類を備え、他の経

理と明確に区分して経理し、常にその収支の状況を明らかにしておかなければならない。 

２ 補助事業者は、前項の帳簿及び証拠書類を補助事業の完了（廃止の承認を受けた場合を含

む。）の日の属する年度の終了後５年間、機構及び経済産業省の要求があったときは、いつ

でも閲覧に供せるよう保存しておかなければならない。 

 

（計画変更の承認等） 

第１０条 補助事業者は、次の各号のいずれかに該当するときは、あらかじめ様式第５によ

る計画変更（等）承認申請書を機構に提出し、その承認を受けなければならない。 

（１）補助事業の内容を変更しようとするとき。ただし、次に掲げる軽微な変更を除く。 

（イ）補助目的に変更をもたらすものではなく、かつ、補助事業者の自由な創意により、

より能率的な補助目的達成に資するものと考えられる場合 

（ロ）補助目的及び事業能率に関係がない事業計画の細部の変更である場合 

（２）補助対象経費の費目ごとに配分された額を変更しようとするとき。ただし、各配分額

のいずれか低い額の１０パーセント以内の流用増減を除く。 

（３）補助事業の全部又は一部を他に承継しようとするとき。 

（４）補助事業の全部若しくは一部を中止し、又は廃止しようとするとき。 

２ 機構は、前項に基づく申請書を受理したときは、これを審査し、当該申請に係る変更の内

容が適正であると認め、これを承認したときは、その旨を当該補助事業者に通知するものと

する。 

３ 機構は、第１項の承認をする場合において、必要に応じ交付の決定の内容を変更し、又は
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条件を付することができるものとする。 

４ 機構は、第１項の承認に際して、予め経済産業省と協議を行うものとする。 

 

（契約等） 

第１１条 補助事業者は、補助事業を遂行するため、売買、請負その他の契約をする場合は、

一般の競争に付さなければならない。ただし、補助事業の運営上、一般の競争に付すること

が困難又は不適当である場合は、指名競争に付し、又は理由を付して随意契約によることが

できる。 

２ 補助事業者は、補助事業の一部を第三者に委託し、又は第三者と共同して実施しようとす

る場合は、実施に関する契約を締結し、機構に届けなければならない。 

３ 補助事業者は、前２項の契約に当たり、契約の相手方に対し、補助事業の適正な遂行の

ため必要な調査に協力を求めるための措置をとることとする。  

４ 補助事業者は、第１項又は第２項の契約（契約金額１００万円未満のものを除く）に当

たり、経済産業省から補助金交付等停止措置又は指名停止措置が講じられている事業者を

契約の相手方としてはならない。ただし、補助事業の運営上、当該事業者でなければ補助

事業の遂行が困難又は不適当である場合は、機構の承認を受けて当該事業者を契約の相手

方とすることができる。  

５ 機構は、補助事業者が前項本文の規定に違反して経済産業省からの補助金交付等停止措

置又は指名停止措置が講じられている事業者を契約の相手方としたことを知った場合は必

要な措置を求めることができるものとし、補助事業者は機構から求めがあった場合はその

求めに応じなければならない。  

６ 前５項までの規定は、補助事業の一部を第三者に請負わせ、又は委託し、若しくは共同し

て実施する体制が何重であっても同様に取り扱うものとし、補助事業者は、必要な措置を講

じるものとする。 

 

（債権譲渡の禁止） 

第１２条 補助事業者は、第６条第１項の規定に基づく交付決定によって生じる権利の全部又

は一部を機構の承諾を得ずに、第三者に譲渡し、又は承継させてはならない。ただし、信用

保証協会、資産の流動化に関する法律（平成１０年法律第１０５号）第２条第３項に規定す

る特定目的会社又は中小企業信用保険法施行令（昭和２５年政令第３５０号）第１条の３に

規定する金融機関に対して債権を譲渡する場合にあっては、この限りでない。 

２ 機構が第１７条第１項の規定に基づく確定を行った後、補助事業者が前項ただし書に基づ

いて債権の譲渡を行い、補助事業者が機構に対し、民法（明治２９年法律第８９号）第４６

７条又は動産及び債権の譲渡の対抗要件に関する民法の特例等に関する法律（平成１０年法

律第１０４号。以下「債権譲渡特例法」という。）第４条第２項に規定する通知又は承諾の

依頼を行う場合には、機構は次の各号に掲げる事項を主張する権利を保留し又は次の各号に

掲げる異議をとどめるものとする。また、補助事業者から債権を譲り受けた者が機構に対し、
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債権譲渡特例法第４条第２項に規定する通知若しくは民法第４６７条又は債権譲渡特例法

第４条第２項に規定する承諾の依頼を行う場合についても同様とする。 

（１）機構は、補助事業者に対して有する請求債権については、譲渡対象債権金額と相殺し、

又は、譲渡債権金額を軽減する権利を保留する。 

（２）債権を譲り受けた者は、譲渡対象債権を前項ただし書に掲げる者以外への譲渡又はこ

れへの質権の設定その他債権の帰属並びに行使を害すべきことを行わないこと。 

（３）機構は、補助事業者による債権譲渡後も、補助事業者との協議のみにより、補助金の

額その他の交付決定の変更を行うことがあり、この場合、債権を譲り受けた者は異議

を申し立てず、当該交付決定の内容の変更により、譲渡対象債権の内容に影響が及ぶ

場合の対応については、専ら補助事業者と債権を譲り受けた者の間の協議により決定

されなければならないこと。 

３ 第１項ただし書に基づいて補助事業者が第三者に債権の譲渡を行った場合においては、機

構が行う弁済の効力は、機構が支出の決定を行ったときに生ずるものとする。 

 

（事故の報告） 

第１３条 補助事業者は、補助事業が予定の期間内に完了することができないと見込まれる場

合又は補助事業の遂行が困難となった場合においては、速やかに様式第６による事故報告書

を機構に提出し、その指示を受けなければならない。 

 

（状況報告） 

第１４条 補助事業者は、補助事業の遂行及び収支の状況について、機構の要求があったとき

は速やかに様式第７－１による状況報告書を提出しなければならない。 

２ 機構が指定した補助事業者は、補助事業の遂行及び収支の状況について、毎月機構に様式

第７－２による月次報告書を提出しなければならない。 

３ 機構は、前２項の報告に関し、必要があれば補助事業者にヒアリング調査を実施するもの

とする。 

 

（補助事業の承継） 

第１５条 機構は、補助事業者について相続、法人の合併又は分割等により補助事業を行う者

が変更される場合において、その変更により事業を承継する者が当該補助事業を継続して実

施しようとするときは、様式第８による承継承認申請書をあらかじめ提出させることにより、

その者が補助金の交付に係る変更前の補助事業を行う者の地位を承継する旨の承認を行う

ことができるものとする。 

 

（実績報告） 

第１６条 補助事業者は、補助事業が完了（廃止の承認を受けた場合を含む。）したときは、

その日から起算して３０日を経過した日又は当該補助事業の完了した日の属する年度の２
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月２８日のいずれか早い日までに様式第９による実績報告書に、機構が定める書類を添えて、

機構に提出しなければならない。 

２ 補助事業者は、補助事業が当該年度事業期間中（２月２８日まで）に終了しなかったとき

は、当該会計年度の３月１３日までに、様式第１０による年度末実績報告書を機構に提出し

なければならない。 

３ 補助事業者は、第１項又は前項の場合において、やむを得ない理由によりその提出が遅延

する場合には、あらかじめ機構の承認を受けなければならない。 

４ 補助事業者は、第１項の実績報告を行うに当たって、補助金に係る消費税等仕入控除税額

が明らかな場合には、当該消費税等仕入控除税額を減額して報告しなければならない。 

 

（補助金の額の確定等） 

第１７条 機構は、前条第１項の報告を受けた場合には、報告書等の書類の審査及び必要に応

じて現地調査等を行い、その報告に係る補助事業の実施結果が補助金の交付の決定の内容

（第１０条第１項に基づく承認をした場合は、その承認された内容）及びこれに付した条件

に適合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、補助事業者に通知するととも

に、経済産業省に報告を行うものとする。 

２ 前項の補助金の額の確定は、補助対象経費の実支出額に補助率を乗じて得た額と、交付決

定された補助金の額（変更された場合は、変更された額とする。）とのいずれか低い額の合

計額とする。 

３ 機構は、補助事業者に交付すべき補助金の額を確定した場合において、既にその額を超え

る補助金が支払われているときは、１５日以内の期限を付して、その超える部分の補助金の

返還を請求するものとする。 

４ 機構は、前項に基づき補助金の返還を請求しようとするときは、次に掲げる事項を、速や

かに補助事業者に通知するものとする。  

 （１）返還すべき補助金の額  

（２）延滞金に関する事項  

（３）納期日 

５ 機構は、補助事業者が、返還すべき補助金を前項第３号に規定する納期日までに納付しな

かったときは、納期日の翌日から納付の日までの日数に応じ、その未納付額につき年利１０．

９５％の割合で計算した延滞金を徴収するものとする。 

 

（補助金の支払） 

第１８条 機構は、前条第１項の規定により交付すべき補助金の額を確定した後に、補助金を

支払うものとする。 

２ 補助事業者は、前項の規定により補助金の支払を受けようとするときは、様式第１１によ

る精算払請求書を機構に提出しなければならない。 
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（消費税等仕入控除税額の確定に伴う補助金の返還） 

第１９条 補助事業者は、補助事業完了後に、消費税及び地方消費税の申告により補助金に係

る消費税等仕入控除税額が確定した場合には、様式第１２による消費税額及び地方消費税額

の確定に伴う報告書を機構に提出しなければならない。 

２ 機構は、前項の報告書の提出があった場合には、当該消費税等仕入控除税額の全部又は一

部の返還を請求するものとする。 

３ 第１７条第５項の規定は、前項の返還の規定について準用する。 

 

（交付決定の取消し等） 

第２０条 機構は、第１０条第１項第３号の補助事業の全部若しくは一部の中止若しくは廃止

の申請があった場合又は次の各号のいずれかに該当する場合には、第６条第１項の交付の決

定の全部若しくは一部を取消し、又は変更することができるものとする。 

（１）補助事業者が、法令又は本規程に基づく機構の処分若しくは指示に違反した場合。 

（２）補助事業者が、補助金を補助事業以外の用途に使用した場合。 

（３）補助事業者が、補助事業に関して不正、怠慢、その他不適当な行為をした場合。 

（４）前各号に掲げる場合のほか、交付の決定後生じた事情の変更等により、補助事業の全

部又は一部を継続する必要がなくなった場合。 

（５）補助事業者が、別表２の暴力団排除に関する誓約事項の記に記載されている事項に違

反した場合。 

２ 前項の規定は、第１７条に規定する補助金の額の確定があった後においても適用があるも

のとする。 

３ 機構は、第１項に基づく取消し又は変更をしたときは、速やかに補助事業者に通知するも

のとする。 

４ 機構は、第１項の規定による取消しをした場合において、その取消しに係る部分に関して

補助金が交付されているときは、期限を付して当該補助金の全部又は一部の返還を請求する

ものとする。 

５ 機構は、前項の返還を請求するときは、第１項第４号に規定する場合を除き、当該補助金

の受領の日から納付の日までの期間に応じて、当該補助金の額（その一部を納付した場合に

おけるその後の期間については、既納付額を控除した額）につき年利１０．９５パーセント

の割合で計算した加算金を併せて当該補助事業者から徴収するものとする。 

６ 第１項第４号に規定する場合であって、第４項の規定に基づく補助金の返還については、

第１７条第４項から第５項までの規定を準用する。 

 

（加算金の計算） 

第２１条 機構は、前条第４項の規定によって補助金の返還を請求する場合、補助金が２回以

上に分けて交付されている場合においては、返還を請求した額に相当する補助金は、最後の

受領の日に受領したものとし、当該返還を請求した額がその日に受領した額を超えるときは、
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当該返還を請求した額に達するまで順次さかのぼり、それぞれの受領の日において受領した

ものとして当該返還に係る加算金を徴収するものとする。 

２ 機構は、加算金を徴収する場合において、補助事業者の納付した金額が返還を請求した補

助金の額に達するまでは、その納付金額は、まず当該返還を請求した補助金の額に充てるも

のとする。 

 

（延滞金の計算） 

第２２条 機構は、第１７条第５項の規定によって延滞金を徴収する場合において、返還を請

求した補助金の未納付額の一部が納付されたときは、当該未納付金からその納付金額を控除

した額を基礎として当該納付の日の翌日以後の期間に係る延滞金の計算をするものとする。 

２ 前条第２項の規定は、前項の延滞金を徴収する場合に準用する。 

 

（財産の管理等） 

第２３条 補助事業者は、補助対象経費（補助事業の一部を第三者に実施させた場合における

対応経費を含む。）により取得し、又は効用の増加した財産（以下「取得財産等」という。）

については、補助事業の完了後においても、善良な管理者の注意をもって管理し、補助金の

交付の目的に従って、その効率的運用を図らなければならない。 

２ 補助事業者は、取得財産等について、様式第１３による取得財産等管理台帳を備え管理し

なければならない。 

３ 補助事業者は、当該年度に取得財産等があるときは、第１６条第１項に定める実績報告書

に様式第１４による取得財産等管理明細表を添付しなければならない。 

４ 機構は、補助事業者が取得財産等を処分することにより収入があり、又はあると見込まれ

るときは、その収入の全部若しくは一部を機構に納付させることができる。 

 

（財産処分の制限） 

第２４条 取得財産等のうち、機構が処分を制限する財産は、取得価格又は効用の増加価格が

単価５０万円以上の機械、器具、備品及びその他の財産とする。 

２ 前項の財産の処分を制限する期間は、補助金交付の目的及び減価償却資産の耐用年数等に

関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）に定める期間とする。 

３ 補助事業者は、前項の規定により定められた期間内において、処分を制限された取得財産

等を処分しようとするときは、あらかじめ様式第１５による財産処分承認申請書を機構に提

出し、その承認を受けなければならない。 

４ 前条第４項の規定は、前項の承認をする場合において準用する。 

 

（評価委員会） 

第２５条 機構は、有識者から構成される委員会（以下「評価委員会」という。）を設置して、

補助事業の実施内容等について意見を聴取し、技術的かつ専門的な評価及び助言を受けるも
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のとする。 

２ 補助事業者は、当該事業の進捗状況について評価委員会の求めに応じて報告を行なうとと

もに以後の業務に反映させるものとする。 

３ 補助事業者は、評価委員会の助言に従い、補助事業の目的を達成するべく、事業の執行に

努めなければならない。 

 

（暴力団排除に関する誓約） 

第２６条 申請者は、別表２の記載の暴力団排除に関する誓約事項について補助金の交付申請

前に確認しなければならず、交付申請書の提出をもってこれに同意したものとする。 

 

（情報管理及び秘密保持） 

第２７条 補助事業者は、補助事業の遂行に際し知り得た第三者の情報については、当該情報

を提供する者の指示に従い、又は、特段の指示がないときは情報の性質に応じて、法令を遵

守し適正な管理をするものとし、補助事業の目的又は提供された目的以外に利用してはなら

ない。 

なお、情報のうちその他の第三者の秘密情報（補助事業者が取得した研究成果、事業関係

者の個人情報等を含むがこれらに限定されない。）については、機密保持のために必要な措

置を講ずるものとし、正当な理由なしに開示、公表、漏えいしてはならない。 

２ 補助事業者は、補助事業の一部を第三者（以下「履行補助者」という。）に行わせる場合に

は、履行補助者にも本条の定めを遵守させなければならない。補助事業者又は履行補助者の

役員又は従業員による情報漏えい行為も補助事業者による違反行為とみなす。 

３ 本条の規定は補助事業の完了後（廃止の承認を受けた場合を含む。）も有効とする。 

 

（現地調査等） 

第２８条 経済産業省又は機構が必要と認めるときは、経済産業省職員又は機構職員が現地調

査等を行うことができるものとし、補助事業者は、これに応じなければならない。 

 

（その他の必要な事項） 

第２９条 補助金の交付に関するその他必要な事項は、あらかじめ経済産業省に協議の上、機

構が別に定める。 

 

附則 

この規程は、令和４年７月８日から施行する。 
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（別記） 

 

無人自動運転等のＣＡＳＥ対応に向けた実証・支援事業 

（健全な製品エコシステム構築・ルール形成促進事業） 

 

実施計画書の要件 

 

（１）２０５０年カーボンニュートラル実現に向けて、自動車の電動化技術の社会実装を進

めること通じて運輸分野の CO2 削減に貢献することを目的とし、我が国の電池等の製

品エコシステム構築に資するカーボンフットプリントや、デュー・ディリジェンス、電

池回収、リサイクル・リユース、情報流通等に係る技術実証や制度検証等に取り組むも

のであり、我が国の電池等の製品エコシステムに関する制度等の整備に活用する技

術やシステム、ビジネスモデル等で新規性を有し、製品エコシステムに関する課題

の解決を見込めるものであること。 

 

（２）カーボンフットプリントの算出方法や、デュー・ディリジェンスの実施、電池リユー

ス・リサイクルの促進、サプライチェーン上のデータ流通に関するルール形成の促進

といった業界横断的課題の解決に資する取組であること。 

 

（３）実施計画書に係る事業の計画が確実かつ合理的であること。 

 

（４）補助金対象経費に、国からの補助金等（補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法

律第２条第１項に規定する補助金等をいう。）の対象経費を含む事業ではないこと（法

令等の規定により、補助対象経費に充当することが認められているものを除く。）。 

 

（５）補助事業者は、事業完了後のビジョンについて実施計画書に記載すること。 
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別表１ 

 

費目 内容 補助率 
単年度あたりの 

補助金上限額 

人

件

費 

人件費 
・本事業に必要な人件費（研究員費、

補助員費 等） 
２／３以内 

別途公募要領で定め

るとおりとする。 

 

 

 

 

 

事

業

費 

設計費 

・本事業に必要な機械装置の設計費、

システム設計費及び実施設計に要す

る経費 

２／３以内 

 

 

設備費 

・本事業に必要な機械装置、制御装

置、監視装置、配管・配線類及びこ

れらに付随する設備の導入に要する

経費 

工事費 
・本事業に必要な工事及び付帯工事に

要する経費 

諸経費 

・本事業に必要な経費（旅費、外注

費、消耗品費、その他本事業を実施

するために必要な経費） 
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別表２ 

 

 

暴力団排除に関する誓約事項 

 

当社（個人である場合は私、団体である場合は当団体）は、補助金の交付の申請をするに

当たって、また、補助事業の実施期間内及び完了後においては、下記のいずれにも該当しな

いことを誓約いたします。この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方

が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てません。 

 

記 

 

(１)  法人等（個人、法人又は団体をいう。）が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防

止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以

下同じ。）であるとき又は法人等の役員等（個人である場合はその者、法人である場合

は役員、団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者をい

う。以下同じ。）が、暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同

じ。）であるとき。 

 

(２) 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加え

る目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき。 

 

(３) 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直

接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき。 

 

(４) 役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれと社会的に非難されるべき

関係を有しているとき。 

 

 


